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8. チタンサファイアレーザーを用いた分子の分光測定

田 中 長 孝

チ タンサフ ァイア レーザ ーは､ 近赤外域 での新 しい分光用光源 と

して注 目され て いる固体 レーザーで あ り､ 次の ような特長 を持つ｡

-1)広 い波長 掃引範 囲 を持 つ く670- 1020 mm)｡ 2)高出

力であ り､ 寿 命 が長 い｡ 3)固体 レーザー で あるので､ 色素 レーザ

ーで問題 とな る媒質 の揺 らぎがな く､ 周波 数 の安 定性において有利｡

本研究で は､ この ような特長 を持つチ タ ンサ フ ァイア レーザー を

利用 して､ 分 子 の分 光測定 を行 った｡ まず､ 市糎 の.リング共振器型

連続発振チ タンサ フ ァイア レーザー を､ 波 長掃 引及び周波数変調 が

で きるように改 良 した｡ 次 に､ チタンサフ ァイア レーザーの分子分

光学 におけ る有用性 を示 す ため､ ICP及び 13C2112の吸収 スペ ク トル を

測定 した｡ そ の結果､ 7 6 011mか ら87 0nm の波長域 において､

135cRにつ いて 1 1の､ 137cRについては 110の､ これ まで測定 され

ていない吸収 バ ン ドが､ 新 たに観測 された｡ これ らのバ ン ドは､

FranCk-Condollの原理 よ り､ 吸収 が非常 に弱 い とされていたバ ン ドで

ある｡ 一万､ 13C2=2につ いては､ 790nm付近で､ 二つの新 しいバ

ン ドを確認で きた｡ この うち一 つはC一日伸縮振動 の倍音バ ン ドで あ
り､ もう一つ は伸縮 振動 と変角振動 との組 合 せのノマン ドである｡ そ

して､ これ らの分子 の新 しい分子定数が得 られた｡

また､ チ タ ンサ フ ァイア レーザーの発掘 波長領 域の中で､ ところ

どころ発掘 しな い特 定 の波 長 があることが分 かった｡ この原因を追

究 した ところ､ 大気 中の酸 素分子及び水分 子 の吸収が レ＼-ザ-の発

掘 を阻害 して い るこ とが分 かった. 従 って､ 連続 的 に波長 を掃引す

るには､ 共指 器 内 に純窒 素 ガ スを消 たすな ど して､ 空気 を追 い出す

必要 がある｡ また､ 同時 に この性質 は､ 非 常 に感 度 の高 い共蟻器 内

吸収分光 が可 蛇で あ ることを示 して いる｡
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